
事　故　速　報
　　　　年　　月　　日
名古屋港管理組合管理者様
受注者　住所
氏名
	①
	発
生
日
	時
	

	②
	発
生
場
	所
	

	③
	受
注
	者
	

	④
	発
注
	者
	名古屋港管理組合　（建設部　　　課・事務所）

	⑤
	工
事
	名
	

	⑥
	工
	期
	

	⑦
	請
負
	額
	

	⑧
	関係機関への
	

	
	報告状況
	

	
	
	

	⑨
被
災
者
	

	［気象・海象条件］
	

	
	

	［被害・休業状況］
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	


事故発生報告書

年
月
日
名古屋港管理組合管理者様
受注者　住　所
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏　名　　　　　　
標記について、下記のとおり報告します。 
記
１．工
事
名
１．契 約 年 月 日　　　　　　　　年
月
日
１．工　　　　　期　　自　　　　  年　　月　　 日
　　　　　　　　　　　至　　　　  年　　月　　 日
１ ．請
負
金
額　　￥
１．下請等の会社名
（該当する場合のみ） 
１．下請等の作業名
（
〃
）
１．被
災
者
氏名、生年月日（年齢） 
１．災害発生日時 
１．災害発生場所
１．作　 業   名
１．そ   の   他　＜別紙－１＞のとおり
添付資料　労働基準監督署への提出資料の写し（工事再開時のものでよい。ただし、現場検証等が継続されており 事故原因等の詳細が不明の場合 は判明次第提出する。又、その旨の状況を申し添えること 。）を添 付する。
〈別紙－１〉
	被 災 者
	年
令
	年
月
日生（
才）
	氏名
	性別
	現職経験年数
年
月
	職  種

	
	被部
災
の位
	１．頭  部  （頭蓋部、眼、耳、口、鼻、顔、歯）
２．頚  部
３．背  部
４．胸  部
５．腹  部
６．骨盤部
７．上肢部  （肩、上腕、ひじ、前腕、手首、手、指）
８．下肢部  （腎部、大腿、ひざ、下腿、足首、足、足指）
９．複合部位
１０．その他  （
）

	
	被性
災
の質
	１．打撲傷
２．創  傷
３．刺  傷
４．骨  折
５．切  断
６．関節の障害
７．火  傷
８．難  聴
９．失  明
１０．窒  息
１１．中  毒
１２．臓器破裂  １３．その他  （
）

	
	休日
業数
	１．０～３
２．４～８
３．９～１５
４．１６～３０
５．３１以上
６．死  亡
	休業日数
日

	
	分類
	１．労災適用
２．労災非適（船員法適用）
３．労災非適（その他）
４．公衆災害

	災
害
発
生
状
況
	概 況
	工事名
	

	
	
	
	

	
	発生日時

年
月
日（  曜）前・後
時
分頃
	災害発生場所
陸上・海上（
）
	被災者が従事していた「工種」及び「作業名」
工種コード番号
作業名コード番号
（
）（
）
（参考－6を参照）

	
	気
象
・ 海
象
	天  候
	波  （ｍ）
	風（ｍ／sec）
	気温（℃）
	視  程  （ｍ）
	うねり
	航跡波

	
	
	１．晴れ
４．雪
２．曇り
５．霧
３．雨
６．その他


	１．殆ど波がない
(
～ 0.3)
２．やや波がある
( 0.3～ 1.0)
３．やや波が高い
( 1.0～ 1.5)
４．波 が 高 い
( 1.5 以上 )
	１．微風（  ～  ２）
２．弱風（２～  ４）
３．中風（４～  ８）
４．強風（８～１５）
５．烈風（１５以上）
	１．
～  ０
２．  ０～１０
３．１０～２０
４．２０～３０
５．３０以上
	１．
０～
５０
２．
５０～
２００
３． ２００～
５００
４． ５００～１,０００
５．１,０００以上
	１．有
２．無
	１．有
２．無

	
	起 因 物
	１．原動機
２．動力電動機構
３．木工機械
４．車両系建設機械（整地、運搬、積込用、掘削用、
基礎工事用、締固用）
５．車両系荷役運搬機械等
６．コンクリート機械
７．舗装機械
８．作業船
９．他に属さない建設機械
１０．他に属さない機械
１１．足場、通路
１２．作業床等
１３．支保工
１４．物上げ装置（クレーン、移動式クレーン、ウインチ、ジャッキ等）
１５．コンベア
１６．乗  物
１７．電気設備
１８．圧力容器
１９．溶接装置
２０．動力工具
２１．手工具・用具
２２．仮設物・建造物等
２３．荷
２４．材料等（木材、石材、鋼材等）
２５．環境等（水、危険有害環境、
風、雪、雨、その他）
２６．その他の起因物（
）
２７．起因物なし

	
	加 害 物
	１．地  面
２．甲  板
３．作業床
４．通  路
５．階段・梯子等
６．飛来物
７．落下物
８．崩壊・倒壊
９．装  置
１０．用具等
１１．海水等
１２．電気的エネルギーによるもの
１３．化学的エネルギーによるもの
１４．熱エネルギーによるもの
１５．起因物と同じ
１６．その他の加害物（
）
１７．加害物なし

	
	事 故 の 型
	１．墜落・転落
２．転  倒
３．激  突
４．飛来、落下物にあたる
５．崩壊・倒壊
６．激突され
７．投げた物にあたる
８．はさまれ、巻き込まれ
９．切れ、こすれ
１０．踏み抜き
１１．おぼれ
１２．高温の物との接触
１３．有害物等との接触
１４．感  電
１５．爆  発
１６．破  裂
１７．火  災
１８．交通事故
１９．動作の反動・無理な動作
２０．異物（眼、耳、鼻）
２１．圧重され
（落下物、重量物、車両等）
２２．騒音吸収
２３．その他（
）

	事故分類
	事故分類コード

	事
故 要 因
	
	人的要因（共通要因）
	人的要因
	物的要因
	管理的要因

	
	危害を加える行為をした人
	Ａ(    )Ｂ(    )Ｃ(    )Ｄ(   )
	(   )(   )(   )(    )その他［
］
	（
）
（
）
（
）
（
）
その他［
］
	（
）
（
）
（
）
（
）
その他［
］

	
	危害を受けた者
	Ａ(    )Ｂ(    )Ｃ(    )Ｄ(   )
	(   )(   )(   )(    )その他［
］
	
	

	
	自らの行動で被災した者
	Ａ(    )Ｂ(    )Ｃ(    )Ｄ(   )
	(   )(   )(   )(    )その他［
］
	
	

	工事全体の進捗度
	計画（
）％
	実績（
）％
	当該作業の進捗度
	計画（
）％
	実績（
）％
	

	被 災 経 緯
	（時系列で記入）
	事 故 防 止 対 策
	


※災害発生状況図は、必要に応じて別途添付すること。

